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株式会社岩田組
鹿児島県鹿児島市南郡元町１８番８号

1952年設  立 1億円資 本 金 47名従 業 員 数 株式会社 岩田組
企業 HP

入社 2 年目

前野 春奈さん

事 業 内 容 株式会社岩田組は 1952 年創業の建築・土木を主軸にした総合
建設業の会社です。不動産コンサルティング事業やグループ
会社の生コン・左官事業などにも取り組み、建設業の枠を超え
て、鹿児島のより良い未来づくりに全力で挑んでいます。

●学生サポーター的魅力ポイント●

地域の新しい価値づくり

建設業の枠を超え、鹿児島全体の地域価値を高めるため、いろいろな事業に積極的に取り組む岩田組。不動産コンサルティ
ング事業を立ち上げて土地の活用に関する提案を行ったり、鹿児島をスポーツで盛り上げるために様々なスポーツ団体を
支援したりと、地域を支える持続可能な取り組みを行っていることが印象的でした。

働くきっかけ
　もともと東京の会社で働いていた前野さん。鹿児島に貢献
できる仕事をしたいと考えていた時に、岩田組がいろいろな
事に挑戦する会社だと知って共感し、新しいことにチャレン
ジしたいと入社を決意したそうです。

鹿児島で働く魅力
　前野さん自身、地元が好き、鹿児島が好きということもあ
り、同じような思いを持ったメンバーと、鹿児島のために
一緒にやりがいを感じながら働けることが魅力だそうで
す。

今後の目標
　岩田組の建設業の枠を超えた、鹿児島のためになる会社
に成長していくという目標に向けて、新しく始めた不動産
コンサルティング事業を大きくしていきたいと思っている
そうです。そのためにどんどん新しいことに挑戦し、新し
いアイディアを出していきたいと、意気込みを話していま
した。

これまでで一番やりがいを感じたこと
　自分自身が建設業の枠にとらわれない、新たなことに取り
組めたことや、会社やお客様にその取り組みを喜んでいただ
けたことだそうです。



代表取締役

山﨑 宗紀さん

取 材 後 の 感 想

鹿 児 島 の ス ポ ー ツ チ ー ム や 企 業 の 経 営 を サ
ポ ー ト し て い た り と 地 域 創 生 に 熱 心 な 会 社 だ
と 感 じ ま し た 。全 国 か ら い ろ い ろ な 技 術 を
持 っ た 人 材 が 集 ま り「や れ ば で き る 」の 精 神
で 挑 戦 し て い る 姿 は 印 象 に 残 り ま し た 。

髙 凜太郎さん 立石 真子さん

建 設 業 の 枠 を 超 え て い ろ い ろ な 角 度 か ら 鹿 児
島 を 盛 り 上 げ よ う と し て い る 、エ ネ ル ギ ッ
シ ュ な 企 業 だ と 感 じ ま し た 。岩 田 組 が こ れ か
ら ど の よ う な 鹿 児 島 の 魅 力 を 引 き 出 し て い く
の か 。考 え る だ け で と て も ワ ク ワ ク し ま す 。

鹿児島は自然が身近で、人とのつながりを感じながら働ける場所です。建設業は道路や建物など、暮らしを支
える仕事。 完成したときの達成感や、 地元に貢献している実感を得られることが魅力です。 「鹿児島で働きた
い、 成長したい」という皆さんと出会えることを楽しみにしています。将来をじっくり考える今だからこそ、
ぜひ一歩踏み出してみてください！未来を動かすのは、あなたの「やってみたい」という想いです。

岩田組　経営管理部　岩田 麻奈美さん

学 生 へ の コ メ ン ト

様 々 な 形 で 地 域 社 会 に 貢 献 さ れ て い る 素 敵 な
企 業 だ と 感 じ ま し た 。会 社 全 体 で 、「 鹿 児 島 に
新 し い 可 能 性 を 見 出 そ う」と 考 え て い る と こ
ろ に 感 銘 を 受 け ま し た 。常 に 新 し い こ と に
チ ャ レ ン ジ さ れ て い る そ の 姿 勢 を 、私 自 身 も
大 切 に し て い き た い と 感 じ ま し た 。

西原 来海さん

※掲載している情報は2026年1月時点のものです。

会社の雰囲気
　2 年半前に妻の父が経営する岩田組に入社した際、「話を
聞いて改善する」という文化があると思ったそうです。最
近は若手から女性、年齢の高い方までいろいろな層が交わ
ることで、非常に活気がある雰囲気になっていると話しま
す。

スポーツで鹿児島を元気に
　建設業として、環境やエネルギーの問題にしっかりと取
り組みつつ、スポーツで地域を盛り上げたいと考えており、
様々なスポーツを、スポンサーや協賛という形で応援して
いるそうです。これらの取り組みによって、持続可能な地
域づくりを目指しています。

働く上で大切にしていること
　社員の方達とどうコミュニケーションをとるかというこ
と。また、楽な道と厳しい道の 2 つの選択肢がある場合は、
成長するためにも必ず厳しい方の選択肢を選ぶそうです。
厳しい道を選び挑戦することで、失敗しても、自分も企業も
必ず成長できると話します。実は鹿児島に来たのもそのよ
うな理由からだそうです。

今後の展望
　総合建設業にとどまらず、地方創生やスポーツビジネス、
観光などに積極的に関わり、鹿児島全体の地域価値向上を
目指したいと話していました。


